
四
月
十
五
日
、
三
駅

で
復
興
募
金
駅
頭
宣
伝

を
お
こ
な
い
三
駅
で
十

万
六
千
八
四
五
円
の
真

心
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

綾
瀬
駅
に
は
十
八
人
の

仲
間
が
参
加
し
宣
伝
カ
ー

か
ら
も
熱
く
訴
え
る
と

東
京
武
道
館
が
避
難
所

と
い
う
こ
と
も
あ
り
五

二
、
七
一
二
円
。

北
千
住
駅
は
若

い
人
た
ち
が
ワ
イ

ワ
イ
い
ま
し
た
が

毎
日
の
よ
う
に
募

金
活
動
が
あ
る
の

か
八
、
四
九
二
円

で
し
た
。
十
四
人

が
参
加
。

地
元
の
人
た
ち

が
多
い
竹
ノ
塚
駅

で
は
二
十
四
人
の

組
合
員
が
大
き
な
声
で

協
力
を
訴
え
特
に
金
子

常
任
の
五
歳
に
な
る
愛

娘
、
藍
香
ち
ゃ
ん
の
笑

顔
と
カ
ワ
イ
イ
声
が
道

行
く
人
の
足
を
止
め
ま

し
た
。

今
回
の
駅
頭
募
金
行

動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
。
そ
の
な
か
で
皿
沼

分
会
か
ら
六
人
が
参
加
、

支
部
の
要
請
に
積
極
的

に
受
け
止
め
て
く
れ
こ

と
も
あ
り
四
万
五
千
六

四
一
円
。

三
駅
で
十
万
六
千
八

四
五
円
が
区
民
の
善
意

に
組
合
員
が
元
気
を
も

ら
っ
た
行
動
と
な
り
し

た
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み

な
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
。

地
震
の
被
害
は
原
子

力
発
電
所
を
も
破
壊
し

ま
し
た
。
政
府
、
東
京

電
力
は
「
想
定
外
」
と

答
弁
を
繰
り
返
し
て
い

ま
す
が
国
会
で
は
「
想

定
」
さ
れ
る
こ
と
を
追

求
さ
れ
て
い
ま
す
。

復
興
対
策
委
員
会

事
務
局
で
は
放
射
能
汚

染
の
風
評
被
害
を
受
け

て
い
る
茨
城
県
の
農
家

（
茨
城
農
民
連
ふ
る
さ

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
を

支
援
し
よ
う
と
産
直
野

菜
の
協
力
を
試
み
ま
し

た
。

レ
ン
コ
ン
（
土
浦
）

三
〇
〇
グ
ラ
ム

二
〇
〇
円

菜
の
花
（
小
美
玉
町
）

二
〇
〇
グ
ラ
ム

一
五
〇
円

ゴ
ボ
ウ
（
石
岡
市
）

二
〇
〇
グ
ラ
ム

一
五
〇
円

さ
つ
ま
い
も
（
石
岡
市
）

六
〇
〇
グ
ラ
ム

二
〇
〇
円

長
ネ
ギ
・土
付
（
阿
見
町
）

五
〇
〇
グ
ラ
ム

一
五
〇
円

長
ネ
ギ
（
阿
見
町
）

五
〇
〇
グ
ラ
ム

二
〇
〇
円

ウ
ド
（
土
浦
市
）

一
五
〇
グ
ラ
ム

一
五
〇
円

コ
マ
ツ
ナ
（
－
鉾
田
市
）

二
〇
〇
グ
ラ
ム

一
〇
〇
円

ミ
ズ
ナ
（
－
鉾
田
市
）

二
〇
〇
グ
ラ
ム

一
〇
〇
円

レ
タ
ス
（
坂
東
市
）

Ｌ
サ
イ
ズ

一
五
〇
円

グ
リ
ー
ン
ボ
ー
ル
（
古

河
市
）
Ｌ
サ
イ
ズ

二
〇
〇
円

キ
ュ
ウ
リ
（
旭
市
）
Ｍ

サ
イ
ズ

二
〇
〇
円
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東
日
本
震
災
復
興
し
ん
ぶ
ん

綾瀬駅、北千住駅、竹ノ塚駅で106,845円の募金

仕
事
が
少
な
い
、

単
価
が
低
す
ぎ
る

建
設
業
界
の
現
状

の
な
か
で
震

災
が
お
き
ま

し
た
。

町
会
・
自

治
会
な
と
で
出
し

た
方
よ
他
の
団
体

な
ど
で
募
金
さ
れ

た
方
も
多
い
と
お

も
い
ま
す
。

今
回
の
震
災
被

害
者
の
な
か
に
は

私
た
ち
の
「
仲
間
」

全
建
総
連
の
組
合

員
も
多
く
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
苦
し
み

悩
み
を
少
し
で
も

解

決
す

る
に

は

「
家
を
建
て
る
」

元
気
が
必
要
で
す
。

被
災
に
あ
っ

た
仲
間
が
早

く
元
気
に
な

る
よ
う
に
み

な
な
で
募
金
に
協

力
し
ま
し
ょ
う
。

五
十
六
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

み
な
さ
ん
の
募
金
で
復
興
を

未
曾
有
（
み
ぞ
う
）

の
被
害
を
も
た
ら
し
た

東
日
本
大
震
災
。
足
立

支
部
に
は
東
北
、
北
関

東
出
身
者
が
大
勢
い
ま

す
。
こ
の
震
災
で
親
戚

や
甥
、
姪
が
亡
く
な
ら

れ
た
方
も
お
り
ま
す
。

三
陸
海
岸
の
出
身
の
実

家
で
は
命
は
助
か
っ
た

も
の
の
生
活
の
糧
と
な

る
漁
船
を
奪
わ
れ
た
方

も
い
ま
す
。

足
立
支
部
で
は
被
災

者
救
済
の
た
め
に
支
部

に
災
害
復
興
対
策
委
員

会
を
設
置
し
ま
し
た
。

責
任
者
に
増
子
委
員

長
、
実
質
責
任
者
と
な

る
副
責
任
者
に
は
見
付

副
委
員
長
（
青
森
）
、

対
策
委
員
に
は
橋
本
常

任
（
福
島
）
、
宮
城
常

任
（
福
島
）
、
小
針
常

任
（
福
島
）
が
委
員
に

つ
き
ま
し
た
。

事
務
局
長
に
は
松
舘

書
記
（
岩
手
）
、
事
務

局
に
は
中
村
書
記
（
奥

さ
ん
が
岩
手
）
、
早
川

書
記
、
仁
田
書
記
が
つ

き
ま
し
た
。

組
合
員
み
な
さ
ん
の

大
き
な
協
力
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

今
回
の
委
員
会
に
は

被
災
地
出
身
者
を
中
心

に
任
に
つ
き
ま
し
た
。

風
評
被
害
を
吹
っ
飛
ば
せ

茨
城
県
産
の
野
菜
を
食
べ
よ

災
害
対
策
復
興
委
員
会
を
設
置

青
森
出
身
の
見
付
副
委
員
長
が
副
責
任
者
に

十
一
品
種
の
野
菜
は

発 行

東京土建足

立支部災害
対策委員会



東
京
土
建
は
災
害
被

災
者
支
援
と
災
害
対
策

改
善
を
求
め
る
全
国
連

絡
会
（
略
称
＝
全
国
災

対
連
）
の
も
と
に
被
災

地
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
派
遣
を
決
め
ま
し
た
。

東
京
の
災
対
連
は
東

京
地
評
が
事
務
局
団
体

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

東
京
土
建
と
し

て
の
取
組
み

◎
青
年
後
継
者
世
代

を
中
心
に
六
十
歳
程
度

ま
で
健
康
で
体
力
が
あ

る
方
で
希
望
者
は
支
部

に
事
前
登
録
を
す
る
。

◎
期
間
は
三
泊
四
日

か
一
週
間
程
度
の
二
つ
。

◎
派
遣
期
間
と
派
遣

地
（
岩
手
・
宮
城
・
福

島
）
は
支
部
で
一
緒
に

行
く
方
で
調
整
を
す
る

が
東
京
土
建
は
で
き
る

だ
け
同
一
の
場
所
に
な

る
よ
う
に
す
る
。

◎
交
通
は
往
路
は
バ

ス
チ
ャ
タ
ー
、
復
路
は

自
前
手
配
と
す
る
。

◎
期
間
は
四
月
下
旬

以
降
に
さ
み
だ
れ
式
に

派
遣
。
数
ヶ
月
を
予
定

し
て
い
る
。

◎
費
用
・
手
当
て
は

本
部
負
担
で
お
こ
な
う
。

一
号
動
員
手
当
て
（
八

千
円
）
＋
四
千
円
。
民

宿
の
場
合
は
本
部
負
担
。

◎
書
記
は
出
張
手
当

（
一
日
三
千
円
）
の
み

と
す
る
。
そ
の
ほ
か
は

組
合
員
と
同
じ
。

活
動
内
容

①
被
災
家
屋
な
ど
の

清
掃
・
片
付
け
。
②
救

援
物
資
の
整
理
と
配
布
。

③
被
災
者
の
要
望
・
意

見
の
聞
き
取
り
。
④
炊

き
出
し
の
手
伝
い
。

い
づ
れ
に
し
て
も
現

地
の
指
示
に
従
い
「
解

体
や
大
工
仕
事
」
な
ど

を
勝
手
に
は
で
き
な
い
。

基
本
的
な
服

装
・
持
ち
物

な
ど

①
作
業
服

②
軍
手

③
マ
ス
ク

④
タ
オ

ル

⑤
作
業
地
の
雨
具

⑥
運
転
免
許
証
（
資

格
者
）

⑦
健
康
保
険

所

⑧
携
帯
電
話

⑨

携
帯
ラ
ジ
オ

⑩

懐

中
電
灯

⑪
水
筒

⑫

着
替
え

⑬
防
寒
服

そ
の
ほ
か
自
前
で
生

活
で
き
る
よ
う
な
物
を

そ
の
ほ
か
自
前
で
生
活

で
き
る
よ
う
な
準
備
が

必
要
し
な
り
ま
す
。

三
月
十
一
日
の
震
災

の
余
波
は
足
立
区
に
も

あ
り
ま
し
た
。
死
亡
者

は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

入
院
さ
れ
た
方
は
七
人
、

負
傷
さ
れ
た
方
は
二
十

七
人
い
ま
し
た
。

被
災
地
の
状
況

は
一
刻
一
刻
変
化

し
て
い
ま
す
の
で

今
後
、
派
遣
体
制

に
変
わ
っ
て
く
る

こ
と
を
ご
承
知
く

だ
さ
い
。

建
物
被
害
は
建
物
全
壊

が
一
件
、
建
物
半
壊
三

件
を
数
え
て
い
ま
す
。

通
称
赤
紙
と
い
わ
れ
る

危
険
家
屋
は
二
十
九
棟
、

黄
紙
と
い
わ
れ
る
要
注

意
は
七
十
六
棟
で
し
た
。

千
住
西
地
域
で
は
住

宅
地
で
液
状
化
が
発
生

し
マ
ン
ホ
ー
ル
や
下
水

溝
か
ら
土
砂
が
大
量
に

噴
出
し
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
家
屋
が

面
す
る
道
路
が
二
十
セ

ン
チ
以
上
陥
没
し
家
屋

の
傾
き
（
全
壊
に
相
当
）

ま
し
た
。

荒
川
河
川
敷
で
は
無

数
の
液
状
化
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
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いよいよ現地へボランティアを派遣
いまこそ建築職人の人情と気概を発揮

第
一
陣
は
二
十
五
日
に
大
船
渡
へ

足
立
区
内
で
も
被
災
が
あ
り
ま
し
た

二
十
五
日
か
ら
の
第
一
陣
に
出
発
す
る
の
は
書
記
局
の
松
舘
・
松
村
の
二
人
の
書

記
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
松
舘
書
記
は
岩
手
県
生
ま
れ
で
東
京
土

建
足
立
支
部
岩
手
県
人
会
の
事
務
局
も
し
て
い
ま
す
。
さ
い
わ
い
に
松
舘
書
記
の

出
身
地
は
内
陸
部
な
の
で
直
接
的
な
被
害
は
無
か
っ
た
も
の
の
停
電
な
ど
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
に
支
障
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

松
村
書
記
は
足
立
支
部
に
入
職
前

に
仙
台
で
働
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り

被
災
と
な
っ
た
宮
城
県
仙
台
地
域
に

友
人
も
多
く
ボ
ラ
ン
テ
イ
ァ
に

参
加

す
る
こ
と
に
な
り
く
ま
し
た
。
当
初
は
宮
城
県
を
希
望
し
ま
し
た
が
東
京
土
建
と

し
て
岩
手
県
大
船
渡
市
に
行
く
こ
と
に
。

足
立
支
部
の
先
遣
隊
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
イ
ァ
す
る
と
と
も
に
現
地
の
現
状
を
把

握
し
、
二
次
以
降
の
派
遣
が
円
滑
に
な
る
よ
う
に
調
査
に
い
き
ま
す
。

第
一
陣
は
書
記
局
か
ら

松
舘
・
松
村
の
両
書
記


